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環境の中の毒ーアオコの毒とダイオキ シンー

彼谷邦光著裳筆房干Ij 147ページ

定価 1442円 1995

本書は，環境"1'1でi!l!J御が困難で，かつ務ー性がきわめ

て強いアオコの毒とダイオキシンについて，それらの

性質，帯性，環境仁1"で、の挙1fijJなどについて，わかりや

すく解説したものである。

著者の彼谷博士の専門は天然物有機化学であるが，

有害物質の生体への作用機構にも造誌が深く，部境と

有毒物質が係わる分野をリードする第一人者である。

先生は， 一本筋のとおった人生観をもって研究生活を

営んでおり，なにごとにも謙虚さをもちつつも，強い

意志を示して対処しており， 7ir日頃から，現在山積み

している環境問題の本質的な解決には柔軟な若い頭脳

が必要であり，きたるべき 21世紀がilj竹、な文明となる

か1政局の文明となるかは，ひとえに今，大学や両校で

まなんでいる学生の双肩|にかかっていると，考えてい

る。本訟は彼のこのような痛切な思いをこめて執筆し

たものである。

本省ーは，いきなり恐屯の絶滅と人類の将来という辛

からはじまることで，すこしひ、っくりするが，人類が

これ以上生物の絶滅の加害者とならないように，さ ら

には第二の恐竜とならないように，アオコの毒とダイ

オキシンという例で訴えたいという著者の気持ちがよ

芳〈藻晶玉3ィ

く理解出来る主主である。第2:[，iで毒素をつくる藍藻類

について平易に説明しており，~藻類はなぜ~~!i色の謀

と呼ばれるのか，アオコはなにが峨いか等，読者の興

味をそそる設1::lmi~の語りかけをしている 。 このような

読者の興味をそそる語りかけは，第 3ijiアオコの517の

性質，第41戸アオコの毒の毒性，第 5草環境中のミク

ロシスチンとつづき，読者をあきさせず， 一気に読ま

せてしまう 。内容は本当にわかりやすいのみならず，

アオコの毒をめぐって社会的あるいは行政的にどのよ

うな動きがあるのか，研究者が必死に競いあっている

未知の部分はなにか，も知ることができる。さらに代

表的なアオコ務であるミクロシスチンの作用機構につ

いて著者独特の仮説を綻示している部分は圧巻であ

る。著者は，この本はあくまでも大学生や高校生を対

象にi!J:いたといいつつも，自分の専門以外はまったく

ポ人同然の仰究者も対象とし，あわよくば多くの研究

者をアオコのwの研究に参加させようというもくろみ

もあったではないだろうか。このような偏見でダイオ

キシンの項を読んでいくと，たしかにそのようなもく

ろみを!準じさせるところがあった。

「植物で (夕、イオキシンの)生体泌総が顕著に観察さ

れる例として，i;巣鎖がある。放射性同位元素で標識し

たTCDDを水に分散させ，7iI~類にとりこまれた放射能

を測定すると，明らかに生体il住縮が観察されるという

のである。ダイオキシンの藻類への取り込みや濃縮の

メカニズムはどのようなものであろうか。純物生理!学

の立場からも興味深い研究分野で、ある」

著者の挑発にのる学生や研究者が多くあらわれるこ

とを期待する。

渡辺信(国立環境研究所)
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i築類の学会誌にl]!)J物関係の昔物の新刊紹介がなぜ?

と思われる方も多いと思う 。私がこの紹介を引き受け

たのは，編著者の馬i度氏が藻類学会員である(つまり

会員の出版物)ということもあるが，本古ーのiI，l)作意図

である「多様性の学問の面白さをなんとか広 < 1止の ~I'

の人達に知ってもらいたい」という姿勢に共感を覚え

たからでもある。

本占の編著者である馬渡氏はコケムシ類の分類の専

門家であるが，多様性の学問，とりわけ我が国におけ

る分類学あるいは分類学研究室の置かれている現状に

強い危機感を抱き，機会を見つけては分類学の而佐l

さ・重要性を広く世間にアピールしようと努力されて

いる。本f!?の出版もそのような一連の活動の一環とし

て位置づけられると思う 。

本当は「動物の自然史Jというタイトルであるが，

副題にあるようにほとんどが動物の分類 ・系統あるい

はその方法論に関係した内容である。16名の著者によ

るオムニパス形式の構成となっている。構成として

は，体系分類 (第「部)，種分類 (第J音11)，系統解析

の理論と笑際 (第、苦11) という各論の古11分が，編者自

身の執筆による現代分類学の問題点 (第。部) と分類

学はこれから何をするのか (第・部) によってちょう

どサンドイツチされたような形になっている。第「部

はいくつかの分類併についてそれらの分類が抱える個

別の問題に関するレビューである。従って，それらの

動物の分類群に馴染みのない者にと っては内容をフォ

ローするのが大変ではないかとの印象を受けた。第」

29 

部，~1 、部になるとそれぞれの研究者が自分の研究内

容について熱心に諾っており (それぞれの紙数は少な

いが)，話もぐっと只体的になり引き込まれる。特に，

全長たった Ilkmという砧における 4種類の陸産員数

の税分化の歴史を，形態観察， フィールド司.~査， 分子

系統学的手法により II)'Jらかにしていく話題などは推理

小説のような而白さを覚えた。この他にもイリオモテ

ヤマネコと大陸の約の系統関係に|対する研究の紹介，

など興味深い トピックがそれぞれ紹介されている。ま

た著者が複数であるから当然と 言えは当然だが，分

類 ー系統学の方法論に関するそれぞれの所究者の考え

方の.i.!ilいが，直J妾自力あるいはli¥]接的に読みとれてそい

ういった意味で‘もそれぞれの話題を読み比べる ことは

楽しい。縦者自身による第。帝11， 貫5・部は分頒学に関

して，1図鑑を作ることが目的の学問だ」ぐらいのおぼ

ろげながらの認識をしている (あるいは意図的にそう

考えている)人達への啓蒙の草である。本書は，動物

を扱った13物であるが，分類や系統に|均する考え}jは

当然， i築類分類と共通する部分もあり，そういった意

味で，具体例と共にいろいろな考え方が提出されてい

るこの本は分類学 ・系統学のあり方，方法論について

枚々な人達に考えるきっかけを与えてくれるのではな

いかと 期待される。

さて，ところでこの「動物の自然史Jの出版される

前年には「植物の自然史Jが出版されている。こちら

も植物の分類学の魅力を若い人達に伝えたいとのな図

から企画されたものであるという 。7巣類を材料とする

研究者は必ずしも少ないわけではないが， 1止の中のi築

類にi刻する認知|の程度はまだまだ低いのは事笑であろ

う。務類学会では企画委員会を中心に謀学の啓蒙のた

めの方策をいろいろと考案 ・実行していただいている

が，i決類学会としても これからもいろいろと I菜類の面

白さを世の中にアピールしていく必要カfあるであろう

という思いをこの本を読んで強くした次第である。

原i口健雄 (北海道大学)

The Tree of Life 

The Tree of Life 受〈藻類関連らィ (hllp : //phylogeny.arizona.edu/lree/phylogeny.htmり

アリゾナ大学で運営 している生物系統と多様世にIYdするページ。ウイルスを含むすべての生物群を網羅する

データベースの機築をめざしている。兵核生物，ミトコンドリアをもっ其核生物，クラウン生物の順に系統樹を

クリ γクしていくと，緑色純物とアルベオラータ (i1柏戦!毛泌を含む)とストラメノパイル (黄色純物を含む)な

どの藻類の最新の解説にたどりつく 。紅藻，クリプト藻についての説明はまだない。




